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歩
車
分
離
式
信
号
に
つ
い
て
、

全
国
で
１
０
０
カ
所
の
交
差
点
を

抽
出
し
て
モ
デ
ル
運
用
を
実
施
し

た
結
果
、
交
通
人
身
事
故
の
発
生

件
数
が
約
４
割
減
少
し
、
そ
の
う

ち
人
対
車
両
の
事
故
は
約
７
割
も

減
少
す
る
な
ど
、
安
全
面
で
大
き

な
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
の
安
全
と
い
う
観
点
か
ら
、

歩
車
分
離
式
信
号
機
の
設
置
の
要

望
が
あ
る
交
差
点
や
、
設
置
の
必

要
性
の
あ
る
地
域
が
あ
れ
ば
お
示

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
今
後
、
市

と
し
て
歩
車
分
離
式
信
号
機
設
置

を
神
奈
川
県
公
安
委
員
会
に
働
き

か
け
て
い
く
予
定
は
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

横
断
す
る
歩
行
者

が
多
く
、
左
折
車
両
が
待
た
さ
れ

る
箇
所
、
対
流
す
る
歩
行
者
が
左

折
車
両
に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
箇
所
で
歩
車
分
離
式
信
号

機
の
設
置
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

本
市
に
は
市
道　

号
線
の
栗
原
中

１５

学
校
前
交
差
点
に
、
座
間
警
察
署

に
は
市
役
所
か
ら
相
武
台
前
駅
へ

向
か
う
市
道　

号
線
と
市
道　

号

１７

１１

線
が
交
わ
る
座
間
市
役
所
北
交
差

点
に
設
置
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
交
通
状
況
を
把

握
し
、
県
公
安
委
員
会
に
要
望
を

伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

都
市
部
長　

相
模
原
二
ツ
塚
線

の
小
田
急
線
踏
切
南
側
の
交
差
点

に
つ
い
て
、
交
通
弱
者
等
の
安
全

確
保
の
た
め
に
歩
車
分
離
式
信
号

に
す
る
よ
う
県
と
道
路
交
通
管
理

者
に
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成　

年
の
２
学
期
よ
り
市
内

２９

全
６
校
で
選
択
式
給
食
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
長
年
要
望
の
あ
っ
た
中

学
校
給
食
の
実
現
で
あ
り
、
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
喜
び
の
声
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
と
と
も
に
、
給
食
の
温
度
管

理
や
ご
飯
の
量
、
給
食
の
申
込
み

時
期
、
昼
食
時
間
の
変
更
、
給
食

費
の
取
り
扱
い
金
融
機
関
な
ど
改

善
を
求
め
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　

心
身
の
成
長
期
に
栄
養
管
理
さ

れ
た
食
事
が
と
れ
る
給
食
を
よ
り

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
の
周
知

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

教
育
長　

中
学
校
給
食
は
、
副

食
を
常
温
、
米
飯
を
保
温
性
の
高

い
保
温
箱
に
入
れ
て
給
食
開
始　
３０

分
前
ま
で
に
配
送
し
て
い
ま
す
。

ご
飯
の
量
に
つ
い
て
は
、
文
部
科

学
省
の
栄
養
摂
取
基
準
に
よ
る
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
量
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
分
か
ら

２９

は
、
給
食
の
申
込
み
を
１
カ
月
前

に
変
更
し
ま
す
。

　

昼
食
時
間
に
つ
い
て
は
、
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
時
間
と
の
調
整

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
給
食

費
の
振
り
込
み
先
に
つ
い
て
は
、

市
内
に
多
く
所
在
す
る
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
現
状

で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

説
明
会
及
び
試
食
会
を
開
催
し

中
学
校
給
食
の
周
知
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
基
本
法
に
よ
り
、
国

と
地
方
公
共
団
体
の
権
限
と
責
任

が
明
確
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

発
生
に
備
え
、
整
備
さ
れ
た
避
難

所
開
設
・
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
、
初
動
時
の
避
難
所
運
営
の

流
れ
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
避

難
所
設
営
訓
練
の
実
施
状
況
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
他
県

で
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
効
果
的
な
運
用
に

支
障
を
来
し
た
事
例
も
見
ら
れ
ま

し
た
。
避
難
所
開
設
担
当
職
員
の

動
き
を
再
度
点
検
し
、
住
民
の
安

全
確
保
を
期
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

震
度
６
弱
以
上
の

地
震
が
観
測
さ
れ
た
場
合
、
各
避

難
所
に
選
任
し
て
い
る
４
名
の
避

難
所
開
設
担
当
職
員
が
参
集
し
、

施
設
管
理
者
や
地
域
住
民
等
で
組

織
さ
れ
る
避
難
所
運
営
委
員
会
の

委
員
と
と
も
に
施
設
の
安
全
確
認
、

避
難
者
の
受
け
入
れ
、
資
器
材
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
避
難
所
運
営

を
開
始
し
ま
す
。
避
難
所
運
営
が

円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
っ
た
後
は
、

避
難
者
に
よ
る
避
難
所
運
営
チ
ー

ム
に
運
営
業
務
を
引
き
継
ぐ
計
画

で
す
。
避
難
所
設
営
訓
練
は
、
避

難
所
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
検
証
も
兼
ね
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
避
難
所
開
設

担
当
職
員
を
事
前
に
選
任
し
て
お

り
、
他
の
職
員
が
避
難
所
開
設
業

務
に
従
事
し
な
い
た
め
、
災
害
対

応
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
の
主
な
機
能
と
し
て
、
ド
ク
タ

ー
カ
ー
の
運
用
と
救
急
隊
員
の
教

育
研
修
体
制
の
充
実
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
隊
出
動
に
医
師
が
同
乗
し
、

現
場
で
の
活
動
や
病
院
搬
送
中
の

活
動
に
関
す
る
指
導
等
を
行
う
ド

ク
タ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

平
成　

年
か
ら
救
急
車
出
動
件

２４

数
が
５
千
件
を
超
え
て
お
り
、
早

急
に
消
防
職
員
を
確
保
し
、
救
急

隊
を
現
状
の
３
隊
か
ら
４
隊
体
制

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、　

％
と
な
っ
て
い
ま
し

７４

た
市
外
へ
の
救
急
搬
送
率
に
つ
い

て
、
座
間
総
合
病
院
が
開
院
し
、

受
け
入
れ
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ

る
効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

消
防
長　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
運

用
は
病
院
が
行
う
も
の
で
す
が
、

医
師
等
の
同
乗
に
つ
い
て
今
後
関

係
機
関
と
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

救
急
隊
の
体
制
に
つ
い
て
は
ワ

ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
救
急
隊
を

一
隊
配
置
し
、
各
署
救
急
隊
と
の

計
４
隊
体
制
を
検
証
し
、
早
い
段

階
で
実
行
す
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

　

座
間
総
合
病
院
開
院
後
、　

月
１０

末
ま
で
に
本
市
救
急
隊
が
座
間
総

合
病
院
へ
救
急
搬
送
し
た
件
数
は

７
３
７
件
で
、
全
体
の
病
院
搬
送

の　

・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

２４
市
外
へ
の
搬
送
率
は　

・
５
％
と

５７

な
り　

・
５
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ

１６

ま
し
た
。

　

本
年
８
月
、
防
衛
省
よ
り
米
軍

基
地
キ
ャ
ン
プ
座
間
内
に
あ
る
陸

上
自
衛
隊
座
間
駐
屯
地
の
改
編
が

本
市
に
伝
え
ら
れ
、そ
の
内
容
は
、

陸
上
自
衛
隊
中
央
即
応
集
団
司
令

部
は
廃
止
さ
れ
、
陸
上
総
隊
司
令

部
日
米
共
同
部
（
仮
称
）
が
配
置

さ
れ
る
こ
と
、
現
在
配
置
さ
れ
て

い
る
陸
上
自
衛
隊
の
二
個
の
施
設

中
隊
に
加
え
て
、
新
た
に
一
個
施

設
中
隊
が
移
駐
し
て
く
る
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

１
９
７
１
年
に
当
時
の
座
間
町

と
横
浜
防
衛
施
設
局
は
「
キ
ャ
ン

プ
座
間
の
基
地
縮
小
に
つ
い
て
最

大
限
の
努
力
を
す
る
」
と
い
う
条

項
を
は
じ
め　

条
に
わ
た
る
覚
書

１３

と
、
「
覚
書
記
載
の
各
条
項
の
い

づ
れ
か
に
つ
い
て
将
来
共
実
現
不

可
能
の
場
合
は
、
覚
書
は
無
効
と

し
自
衛
隊
の
使
用
は
取
消
す
」
と

い
う
確
認
書
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
座
間
町
は
、
自
衛
隊
の
一

時
使
用
に
つ
い
て
、
将
来
計
画
は

認
め
な
い
と
い
う
基
本
的
態
度
を

と
り
、
こ
れ
を
も
と
に
覚
書
が
締

結
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
行
政

区
域
内
に
新
た
に
一
個
中
隊
が
配

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
覚
書

に
違
反
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
た
に
移
駐

し
て
く
る
一
個
施
設
中
隊
は
、
キ

ャ
ン
プ
座
間
内
の
本
市
の
行
政
区

域
内
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

防
衛
省
南
関
東
防

衛
局
に
よ
る
と
、
現
時
点
で
は
お

答
え
で
き
る
状
況
に
は
な
い
と
の

こ
と
で
す
。

能
が
強
化
さ
れ
座
間
市
及
び
同
市

市
民
に
対
す
る
新
た
な
負
担
と
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
あ

り
、
国
は
負
担
軽
減
策
を
責
任
持

っ
て
履
行
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
恒
久
化
と
い
う
言
葉
は
使

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
永
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
を
国
が
あ
る

面
で
は
意
思
表
示
し
て
認
め
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
受
け
と
め
て

い
ま
す
。
仮
に
建
て
か
え
が
あ
れ

ば
当
然
そ
れ
な
り
の
資
産
価
値
を

持
つ
の
で
し
っ
か
り
と
そ
の
分
は

負
担
軽
減
措
置
の
中
で
国
に
見
て

い
た
だ
き
、
基
地
交
付
金
等
に
考

慮
さ
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
支
援
教
育
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。
小
・
中
学
生
で

発
達
障
が
い
と
診
断
を
受
け
て
い

る
児
童
・
生
徒
数
、
診
断
を
受
け

て
い
な
い
が
特
別
な
配
慮
を
必
要

と
す
る
児
童
・
生
徒
数
、
特
別
支

援
学
級
の
在
籍
者
数
、
通
級
指
導

教
室
に
通
っ
て
い
る
児
童
数
を
お

示
し
く
だ
さ
い
。
現
在
、
小
学
校

に
は
通
級
指
導
教
室
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
中
学
校
に
は
設
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
中
学
校
に
お

け
る
通
級
指
導
教
室
の
必
要
性
に

つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

特
別
支
援
学
級
在
籍

の
小
学
生
は
１
２
９
名
、
中
学
生

は　

名
で
す
。
小
学
校
で
通
級
指

６２
導
教
室
に
通
う
児
童
は
１
５
６
名

で
、
内
訳
は
言
語
通
級
教
室
が　
４９

名
、
情
緒
通
級
指
導
教
室
が
１
０

７
名
で
す
。
通
常
級
に
在
籍
し
発

達
障
が
い
等
の
診
断
を
受
け
た
児

童
・
生
徒
数
は
小
学
校　

名
、
中

８４

学
校
１
５
１
名
で
す
。
通
常
級
在

籍
で
行
動
面
や
学
習
面
で
特
別
な

配
慮
を
要
す
る
児
童
生
徒
数
は
小

学
校
８
７
６
名
、
中
学
校
３
９
０

名
で
す
。
通
級
指
導
教
室
に
は
通

級
生
徒　

名
に
対
し
て
教
員
１
名

１０

の
配
置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
た
に
通
級
指
導
教
室
を
新
設
す

る
と
そ
こ
に
加
配
の
教
員
が
割
か

れ
る
た
め
、
少
人
数
学
級
や
チ
ー

ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
の
教
員
の

削
減
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。
本
市
と
し
て
は
学

校
の
要
望
を
踏
ま
え
、
教
員
の
加

配
を
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

在
日
米
陸
軍
基
地
管
理
本
部
の

大
規
模
工
事
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

挙
げ
ら
れ
て
い
る
司
令
部
棟
の
建

て
か
え
は
、
案
件
と
し
て
明
記
さ

れ
た
以
上
は
必
ず
や
、
し
か
も
全

て
日
本
政
府
の
予
算
で
行
わ
れ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
紛
れ
も
な
く
米
軍
基
地
の
恒

久
化
に
つ
な
が
り
、基
地
の
整
理
、

縮
小
、
返
還
と
い
う
本
市
の
市
是

に
逆
行
す
る
も
の
と
捉
え
ま
す
が

市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

建
て
か
え
に
つ
い
て
正

式
な
話
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん
が
、

安
全
保
障
は
あ
く
ま
で
国
の
専
管

事
項
で
あ
り
、
現
行
憲
法
下
で
の

限
定
さ
れ
た
条
件
等
も
踏
ま
え
た

中
で
、
自
衛
隊
と
米
軍
と
の
関
係

に
よ
り
態
勢
が
な
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
座
間
に
関

す
る
国
と
の
協
議
会
設
置
の
際
に

交
し
た
確
認
書
に
は
「
司
令
部
機

　

竹
田　

陽
介 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

安
全
面
で
大
き
な
効
果

歩
車
分
離
式
信
号
機
の
設
置
を
望
む

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

中
学
校
へ

通
級
指
導
教
室
の
設
置
を
！

池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

救
急
体
制
を
充
実
し

市
民
の
安
心
安
全
を
！

安
海　

の
ぞ
み 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

キ
ャ
ン
プ
座
間

米
陸
軍
司
令
部
棟
建
て
か
え
を
問
う

沖
永　

明
久 
議
員
《
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
》

キ
ャ
ン
プ
座
間　

自
衛
隊
駐
屯
地
の
改
編

　

年
覚
書
に
違
反
し
な
い
か

７１

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

中
学
校
給
食
を

さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
！

　

加
藤　

学 
議
員
《
公
明
党
》

大
規
模
災
害
時
の

避
難
所
運
営
に
つ
い
て


